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「
忠
魂
碑
及
石
華
表
由
来
記
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

川
越
○
六

忠
魂
碑

乃
木
希
典

忠
魂
碑
及
石
華
表
由
来
記
碑

発
智
庄
平

発
智
庄
平

発
智
庄
平

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

山
崎
鶴
年

一
九
一
○
・
明
治
四
三

笠
幡

尾
崎
神
社

一
．
は
じ
め
に

本
碑
は
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
元
兵
士
達
に
よ
る
凱
旋
記
念
の
華
表
（
石
柱
）
と
同
戦
役
で
戦
死
・

病
死
し
た
も
の
た
ち
を
ま
つ
る
忠
魂
碑
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

碑
正
面
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○
写
真
２

碑
背
面

○
写
真
３

題
額

○
写
真
４

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額
（
篆
書
体
）

（
正
面
）

忠
魂
碑

希
典
書

◎
碑
記
（
楷
書
体
）

（
背
面
）

＊
題
額

忠
魂

碑
及

石
瑞

表
由

來
記

＊
碑
文

曩
明
治
丗
七
八
年
日
露
戰
役
之
際
楜
之

軍
士
唖
凱
旋
後
相
謀
建
立
花
崗
石
瑞
表

壹
基
于
鎮
守
尾
崎
神
社
以
表
報
賽
之
誠

意
焉
既
而
又
為
戰
病
气
者
欲
設
忠
魂
碑

於
社
側
吊
其
英
靈
不
朽
其
丁
績
請
揮
毫

於
乃
木
陸
軍
大
將
閣
下
獎
碑
面
之
文
字

即
是
矣
以
余
前
後
斡
旋
其
事
求
余
文
乃
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不
辞
而
記
其
顛
末
如
此

明
治
四
十
三
年
十
一
月
日

發
智
庄
平
示
并
書

凱
旋
軍
人
一
同

＊
上
段

【
戦
死
者
及
び
病
死
者
名
】

「
原
田
吉
造
君
」
等
七
名

＊
右
側

「
川
越
六
反

石
工

山
崎
鶴
年
」

「
忠
魂
碑
補
助

山
畑
武
七
」
等
六
十
八
名

＊
左
側

「
忠
魂
碑
及
石
瑞
表
建
立
者

飯
島
粕
吉
」
等
二
十
九
名

「
忠
魂
碑
石
瑞
表

醵
金
合
計
参
百
圓
也
」

「
忠
魂
碑
及
石
瑞
表
特
別
寄
附
金
七
拾
圓
也

發
智
庄
平
」
等
三
名

＊
異
体
字
等

○
瑞

華
。

○
丗

卅
。

○
楜

従
。

○
唖

等
。

○
壹

一
。

○
气

死
。

○
丁

功
。

○
獎

焉
。

○
示

撰
。

○
粕

兼
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
碑
記

＊
題
額

忠
魂
碑
及
石
華
表
由
來
記

＊
碑
文

曩
明
治
卅
七
八
年
日
露
戰
役
之
際
、
從
之
軍
士
等
凱
旋
後
相
謀
、

建
立
花
崗
石
華
表
一
基
于
鎮
守
尾
崎
神
社
、
以
表
報
賽
之
誠
意
焉
。

既
而
又
爲
戰
病
死
者
、
欲
設
忠
魂
碑
於
社
側
、
吊
其
英
靈
、
不
朽
其
功
績
。

請
揮
毫
於
乃
木
陸
軍
大
將
閣
下
焉
。

碑
面
之
文
字
即
是
矣
。

以
余
前
後
斡
旋
其
事
、
求
余
文
。
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乃
不
辭
、
而
記
其
顛
末
如
此
。

明
治
四
十
三
年
十
一
月
日

發
智
庄
平
撰
并
書
。

凱
旋
軍
人
一
同
。

●
訓
訳

○
碑
記

＊
題
額

忠
魂
碑
及
び
石
華
表
由
來
の
記
。

＊
碑
文

曩
の
明
治
卅
七
八
年
、
日
露
戰
役
の
際
、
之
に
從
ふ
軍
士
等
凱
旋
の
後
に
相
ひ
謀
り
、

さ
き

は
か

花
崗
石
の
華
表
一
基
を
鎮
守
尾
崎
神
社
に
建
立
し
、
以
て
報
賽
の
誠
意
を
表
さ
ん
と
す
。

既
に
し
て
又
た
戰
病
死
者
の
た
め
に
、
忠
魂
碑
を
社
側
に
設
け
、
其
の
英
靈
を
吊
け
、

か

其
の
功
績
を
不
朽
に
せ
ん
と
欲
す
。

揮
毫
を
乃
木
陸
軍
大
將
閣
下
に
請
ふ
。

碑
面
の
文
字
即
ち
是
れ
な
り
。

余
の
前
後
其
の
事
を
斡
旋
す
る
を
以
て
、
余
に
文
を
求
む
。

乃
ち
辭
せ
ず
し
て
、
其
の
顛
末
を
記
す
こ
と
此
く
の
如
し
。

明
治
四
十
三
年
十
一
月
日
、

發
智
庄
平
撰
し
并
び
に
書
す
。

凱
旋
軍
人
一
同
。

●
人
物

○
乃
木
希
典

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
か
ら
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
。
長
州
藩
士
の
子
。
明
治
三
（
一

八
七
○
）
年
、
徴
士
と
し
て
上
京
。
西
南
戦
争
に
も
従
軍
。
日
清
戦
争
で
は
旅
団
長
と
し
て
旅
順
港
攻
略
。

日
露
戦
争
で
は
旅
順
要
塞
攻
略
作
戦
を
指
揮
し
、
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
同
三
十
八
（
一
九
○
五
）
年
に

攻
略
。
同
四
十
（
一
九
○
七
）
年
に
は
学
習
院
院
長
に
就
任
し
、
裕
仁
親
王
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
教

育
に
あ
た
っ
た
。
伯
爵
。
明
治
天
皇
大
葬
の
日
に
殉
死
し
た
。
忠
魂
碑
の
類
い
の
揮
毫
は
と
て
も
多
い
。

○
発
智
庄
平

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
。
発
智
家
二
十
七
代
目
当
主
。

入
間
郡
黒
須
村
（
現
入
間
市
）
の
名
主
繁
田
家
に
生
ま
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
十
九
歳
で
発

智
家
に
入
り
婿
と
な
っ
て
家
を
継
ぐ
。
家
業
の
か
た
わ
ら
、
埼
玉
県
師
範
学
校
高
等
師
範
科
で
学
び
、
卒

業
後
、
黒
須
高
等
小
学
校
の
訓
導
兼
校
長
に
任
じ
教
育
に
あ
た
る
。
霞
ヶ
関
青
年
道
徳
研
究
会
や
発
智
農

会
な
ど
社
会
人
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
県
内
初
の
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育
児
院
」
を
援
助
し
院
長
も
つ

と
め
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
、
「
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
し
た
。

●
語
注

○
華
表

こ
こ
で
は
飾
り
の
つ
い
た
石
柱
。

○
尾
崎
神
社

川
越
市
笠
幡
。
ご
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
、
奇
稲
田
姫
。
創
建
は
不
詳
だ
が
、
天
文
二
十
（
一
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五
五
一
）
年
の
銘
が
あ
る
鏡
が
伝
わ
る
と
い
う
（
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
）
。
社
叢
林
は
平
成
二
十
（
二

○
○
八
）
年
、
埼
玉
県
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
に
指
定
さ
れ
た
。
厄
除
け
の
神
事
で
あ
る
「
芳
地
戸
の

ふ
せ
ぎ
・
春
分
の
日
」
は
川
越
市
の
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

○
報
賽

神
へ
の
感
謝
。

○
吊

弔
の
異
体
字
。
日
本
で
は
、
別
字
と
し
て
「
つ
る
す
」
「
か
け
る
」
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
も
そ
れ
に
よ
る
。
あ
る
い
は
「
弔
」
な
ら
ば
、「
い
た
み
、
な
ぐ
さ
め
る
」
と
な
る
。

○
碑
面

石
碑
の

表

面
。

お
も
て

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

＊
題
額

忠
魂
碑
、
及
び
石
の
華
表
の
由
來
の
記
。

＊
碑
文

【
日
露
戦
争
に
関
わ
る
華
表
建
立
の
企
て
】

さ
る
明
治
三
十
七
年
か
ら
三
十
八
年
に
わ
た
る
日
露
戦
争
に
関
わ
っ
て
、
こ
れ
に
従
軍
し
た
軍
士
た

ち
が
、
無
事
生
還
し
て
凱
旋
の
の
ち
、
あ
い
は
か
っ
た
。

笠
幡
村
の
鎮
守
で
あ
る
尾
崎
神
社
に
、
花
崗
岩
の
華
表
一
基
を
建
て
て
、
神
へ
の
感
謝
の
意
を
表
そ

う
で
は
な
い
か
、
と
。

【
日
露
戦
争
に
関
わ
る
戦
病
死
者
の
た
め
の
忠
魂
碑
建
立
の
企
て
】

さ
ら
に
加
え
て
、
戦
死
者
と
戦
病
死
者
の
た
め
に
、
忠
魂
碑
を
尾
崎
神
社
の
側
に
設
け
、
英
霊
た
ち

を
そ
こ
に
祭
り
、
彼
ら
の
功
績
を
不
朽
の
も
の
と
し
た
い
と
考
え
た
。

そ
こ
で
揮
毫
を
乃
木
陸
軍
大
将
閣
下
に
お
願
い
し
た
。

本
石
碑
の

表

面
の
文
字
が
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
。

お
も
て

【
碑
文
撰
述
の
経
緯
】

そ
し
て
わ
た
く
し
発
智
庄
平
が
、
こ
の
間
石
碑
建
立
事
業
の
実
現
に
む
け
て
取
り
持
つ
こ
と
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
当
事
者
と
し
て
碑
文
を
書
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
辞
退
す
る
こ
と
な
ど

で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
に
石
碑
建
立
の
顛
末
を
記
す
。

【
記
事
】

明
治
四
十
三
年
十
一
月
の
吉
日
、
發
智
庄
平
が
撰
述
し
、
あ
わ
せ
て
書
し
た
。

凱
旋
軍
人
一
同
が
こ
れ
を
建
て
た
。

三
．
資
料

（
一
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
八
二

高
麗
郡
之
七

◎
笠
幡
村

○
尾
崎
明
神
社

「
素
戔
烏
尊
を
祭
と
云
、
神
體
は
圓
鏡
に
鑄
造
す
、
そ
の
銘
に
武
州
高
麗
郡
笠
幡
郷
尾
崎
、
于
時
天
文
二

十
年
六
月
吉
日
敬
白
と
あ
り
、
外
に
慶
長
十
二
年
の
棟
札
あ
り
、
猶
舊
き
棟
札
も
あ
れ
ど
文
字
分
か
た
ず
、

村
中
の
鎭
守
な
り
、
例
祭
九
月
二
十
九
日
、
神
職
伊
藤
長
門
な
り
」
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（
二
）
「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

◎
笠
幡
村
：
神
社

○
尾
崎
社

「
村
社
々
地
東
西
三
十
五
間
南
北
二
十
五
間
面
積
八
百
四
十
九
坪
村
の
寅
の
方
に
あ
り
素
戔
嗚
尊
を
祭
る

天
文
十
一
年
勧
請
祭
日
三
月
十
五
日
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
川
越
の
金
石
文
（
一
）
』（
一
九
八
二
、
川
越
市
教
育
委
員
会
）

②
論
文
な
ど

・
な
し

③
関
連
碑
文

・
「
五
福
具
備
記
碑
」（
「
川
越
○
一
」
）
、
「
発
智
孝
正
の
墓
碑
」
（
「
川
越
○
二
」）

・
「
発
智
長
義
の
墓
碑
」
（
「
川
越
○
三
」
、「
賑
民
圃
記
の
碑
」
（
「
川
越
○
四
」）

・
「
発
智
家
正
の
墓
碑
」
（
「
川
越
○
五
」
）、
入
間
高
倉
寺
「
永
代
常
夜
燈
」
（
「
入
間
○
一
」）

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


